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一般社団法人日本リハビリテーション工学協会（以下、「当法人」という。）は、生活を行う上で障害

を有する人々に対し、その生活を豊かに実現するための工学的支援技術を発展・普及させるとと

もに、この技術を通じて学術・文化・産業の振興に寄与することを目的とする法人です。 

その目的を達成するために、当法人は、「個人情報の保護に関する法律」（平成十五年法律第五十七号）

（以下「個人情報保護法」という。）、並びに関連する各種法令及びその精神を尊重、遵守して、個人情報を

適正に取得・利用・管理し、個人情報の保護に万全を期してまいります。当法人は，ユーザーの個人

情報について以下のとおりプライバシーポリシー（以下、「本ポリシー」という。）を定めます。本ポリ

シーは、当法人が適正に個人情報を取得し、どのように利用・管理、保護するか、および本人がどの

ようにご自身の個人情報を管理できるかをご説明するものです。 

 
（１）規則の整備 

当法人は、個人情報保護法に準拠した個人情報取扱規則（以下「取扱規則」とします。）を定め、個人

データを適正に取得・利用・管理し、その保護に努めています。個人情報取扱規則は、本ポリシーと共

に当法人ホームページで公開されています。 

 
（２）用語の定義 

 本ポリシーにおける用語は、個人情報保護法第２条、および取扱規則第2条で定義されています。 

 

（３）個人情報の取得 

個人情報の取得は、取扱規則第5条および第8条で定められた範囲内とし、取得目的、担当窓口

を明確化するとともに、提供された個人情報を再提供する必要がある時には、あらかじめ相手先

の範囲等を通知した上で、必要な範囲内に限定して再提供するものとします。 

 
（４）個人情報の利用目的 

当法人が保有する個人情報の利用目的は、取扱規則第6条で特定されています。それらの利用

目的に応じて、取得した個人情報を正確かつ最新の内容で管理するとともに、管理責任者を中心

に個人情報の漏洩・滅失・毀損などが無いよう必要かつ適切な管理を行います。また、取扱規則第

７条の通り、あらかじめ本人の同意を得ることなく、利用目的の達成に必要な範囲を超えて個人情

報を取り扱わないものとしています。 

 
（５）個人情報の第三者提供 

当法人は、取扱規則第１１条で定める通り、会員等から収集させていただいた個人情報を適切に

管理し、法に基づき開示が義務付けられている場合を除き、ご本人の事前の承諾を得た相手先以

外の第三者に提供・開示は一切いたしません。 



一般社団法人日本リハビリテーション工学協会 

 

 
（６）個人情報の安全管理体制（組織的安全管理措置） 

当法人は、個人情報取扱規則第１４条で定めるとおり、会員等の個人情報を取り扱う業務につい

て個人情報保護管理者（以後「管理者」という。）を置き、適切な管理を行います。管理者の業務は、

取扱規則第１５条で規定されています。また、上記（５）における会員等の承諾に基づき個人情報を

提供する際は、相手先が個人情報の保護に関して適切な取り扱いを行っているか否かを確認し、

行っていることが確認できないときは、会員等の個人情報の漏洩や再提供等しないことを契約等

により義務づけ、適切な管理を行います。 

個人情報の紛失、破壊、改ざん、および漏えい等に備え、法令に則り、個人情報漏えい等の事態

に対応する手続きを定めた内規を整備しています。 

 

（７）個人情報の安全管理のための教育研修(人的安全管理措置) 

 当法人従業者は、取扱規則第１８条に定められている通り、個人情報保護に関する教育研修を受

講しています。管理者は、従業者の受講状況を確認するとともに、従業者の啓発、監督を行ってい

ます。 

 

（８）個人情報の安全管理のための物理的・技術的な措置 

 当法人で取得した個人情報データベースは、利用目的に応じてアクセス権が制限されたクラウド

で管理され、入力、削除、修正などを行う場合に限って、事務局で作業することとしています。そ

の他、必要に応じて、個人情報等を取り扱う建物やフロアの入退室管理、盗難等の防止、火災・落

雷等によるお取引先等特定個人情報等の棄損に対する対策、システムや文書の持出し・移送・保

管時における施錠などの物理的安全管理措置を講じます。また、個人データにアクセスする場合

の認証・権限管理・制御・記録などのアクセス管理、システムへの不正ソフトウェア対策やウィルス

対策、暗号化や責任の明確化などによる移送・送受信時の対策、情報システムの監視、などの技術

的管理措置を講じます。アクセス履歴と修正履歴は、定期的に管理者が確認し、情報の正確性を

確保するとともに、不正アクセスの防止に努めています。 

 

（９）情報提供サービスの管理 

当法人は、会員にとって有益と思われる情報提供サービスを電子メールにて送信させていただ

く場合がありますが、会員からの申し出があれば、電子メールの送信を中止します。 

 

（１０）個人情報の開示・訂正・利用停止・削除等 

個人情報について、会員本人から利用目的の追加、開示、内容に誤りがある場合の訂正・削除、

利用停止・消去、第三者提供の記録開示、第三者提供の停止の申出（以下、「開示等の請求」とい

う。）がなされた場合は、所定の手続きに従い適切かつ速やかに対応いたします。 

また、（１２）に示す通り、個人情報に関する開示等の請求、問い合わせ、苦情等を受け付ける窓口

を設け、苦情を受け付けた場合には、適切かつ速やかに対応いたします。 



一般社団法人日本リハビリテーション工学協会 

 

 
（１１）個人情報保護に向けた体制等 

個人情報の取り扱いについて、当法人が保有する個人情報の保護に関する法律・関係法令並び

にその他規則の遵守、適切な管理体制の整備を引き続き行い、上記各項における取り組みの適宜

な見直し・改善をするとともに従事者の意識啓発に努めます。 

 

（１２）個人情報に関する開示等の請求、問い合わせ、苦情の窓口 

〒235-0033 神奈川県横浜市磯子区杉田2-7-20 

一社）日本リハビリテーション工学協会 事務局 

FAX ： 045-353-8365 

e-mail  office@resja.or.jp 


